
  



 

 

 

 

 

 

⽇時：2019 年（平成 31 年）4 ⽉ 7 ⽇(⽇)  13:30〜17:00 
場所：品川駅周辺 
ガイド：NP0 塾全協会⻑ 沼⽥広慶 
解説： A ⽒ 

＊A ⽒は四⼗七⼠の⼀⼈の⼦孫です。元全国歴史研究会本部会員で、現在は在野の歴史研究家として
活動しています。肺気腫のため全国歴史研究会の⽅は退会しておりますが、沼⽥会⻑とは歴史研究を
通しての友⼈だそうです。 
参加者：9 名 
コース：京急線で品川駅→泉岳寺駅で下⾞〜泉岳寺（⾚穂浪⼠の墓所）〜⼤⽯良雄外⼗六⼈忠烈の跡
〜円真寺（雲井⻯雄のアジト）〜東禅寺（最初のイギリス公使館跡、攘夷の過激派に 2 度襲撃されて
いる）〜御殿⼭（完成間近のイギリス公使館が⾼杉晋作・久坂⽞瑞・伊藤俊輔ら⻑州藩過激派に襲撃
され焼失した場所。ただし現在は⾼級マンションなどが⽴ち並び往時の⾯影は全くないが、そのあた
りを仰ぎながら歩く）〜⼋ツ⼭橋〜北品川商店街（この辺りは東海道第⼀番⽬の宿場だった品川宿の
跡）〜⼟蔵相模跡（⾼杉晋作らが謀議をめぐらせたり、桜⽥⾨外の変を起こした⽔⼾浪⼠たちが決起
前に集合したりしたといわれている酒楼跡）〜御殿⼭下台場（砲台）跡（ペリー来航後、江⼾湾防備
のために設けた台場の⼀つ。跡地には台場⼩学校がある）〜⼀⼼寺（⼤⽼井伊直弼と縁がある寺）〜
聖蹟公園（参勤交代の⼤名が泊まった本陣跡。東京遷都の際、明治天皇の⾏在所にもなった）〜品川
橋（北品川宿と南品川宿の境を流れる⽬⿊川に架けられた橋。） 
レポーター：NP0 塾全協全国事務局⻑・東⽇本ブロック広報局⻑ 中村基和 
 
 13:30 に品川駅に集合。京浜急⾏に乗って 1 駅で泉岳寺駅に到着。泉岳寺と⾔って思い起こすのは
もちろん忠⾂蔵です。 

↑⼤⽯内蔵助の銅像               ↑境内に向かってすぐ右となりは⾼輪中⾼。                 
彼は慎重が低かったとのことです。        「進学相談会に出てた？」「偏差値はどれくら                   

い？」などと⾔う職業病の会話が出ました。 
 

NPO 塾全協東⽇本ブロック主催現地研修会 

東京の歴史を歩く会 

東海道品川宿〜⾚穂浪⼠から幕末攘夷の時代を歩く〜 

 



 
 ↑浅野内匠頭が切腹したときの⾎が⾶んだという「⾎染めの梅、⾎染めの医師」、吉良上野介の⾸ 
を洗ったという「⾸洗いの井⼾」と⾎なまぐさいものもありました。 
 四⼗七⼠の墓で、解説の A ⽒がその中の⼀⼈の⼦孫と聞いて皆びっくり！吉良は⾦の亡者で名君と 
⾔うわけではなかったなど吉良上野介や柳沢吉保に対する⼿厳しい解説が印象的でした。切腹に関す 
る説明もありました。L 字に腹を切った場合、頭が後ろに反ってしまい、介錯が上⼿く出来ず、⼀度 
では済まないことがよくあるので、⼑が腹に刺さった瞬間介錯をするとの説明を初めて聞きました。 
また⽪⼀枚を残して⾸を切るということもなかったそうです。 

  
 
 
 
 
 
 
 
 

 ↑四⼗七⼠の墓にて。左から 2 番⽬が倉橋⽒。      
当初は無造作に埋められていただけだったそうです。 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

↑⼤⽯内蔵助ほか 16⼈が切腹した熊本藩細川家の  ↑かつて品川⼀帯は海でした。「洞坂（ほら 
下屋敷跡。                    ざか）」のホラはホラ⾙のホラです。 
 



 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 ↑問答河岸の碑。 徳川家光が東海寺を訪れた際、沢庵和尚がこの辺りまで出迎えて禅問答をした 
という話が『徳川実記』に記載されています。家光の「海近くして東（遠）海寺とはこれ如何に」と 
いう問いに、沢庵和尚は「⼤軍を率いても将（⼩）軍というがごとし」と答えたといわれています。 
「⼀種のオヤジギャグだな」と誰かが⾔いました。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

↑名前の通りここには台場がありました。    ↑聖跡公園の敷⽯に描かれた品川の地図。 
 
    
  
 
 
 
 
 
 
 

←⽇本初のイギリス公使館がおかれた東善寺。 
そのため檀家が激減し、経済的危機に⽴たされ 
たそうです。幕末期この辺り⼀帯はいわゆるチ 
ャンバラが絶えず、外国⼈も被害に遭ったそう 
です。まさに動乱のまっただ中にあった地域で 
す。 

毎年春期講習が終わったあとの⽇曜⽇に催されるこの会は、残念
ながら桜が殆ど散ってしまった後ですが、今年は 3 ⽉末〜4 ⽉初め
が冷え込んだため、幸い桜がもってくれました。また、よく歩きま
した。2 駅分くらいで、18,000 歩くらい歩いたようです。 
今回は沼⽥会⻑のガイドと説明のほか、倉橋⽒が詳しい解説をし

てくださいました。「本当によく知っているな」と感⼼しきりでし
た。倉橋さん、ありがとうございました。また機会があったらよろ
しくお願いします。 



 

 


